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○京丹後市健康と福祉のまちづくり審議会条例 

平成１６年７月７日 

条例第２４７号 

（設置） 

第１条 市における健康と福祉のまちづくりの推進を図るため、地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に基づき、京丹後市健康と福祉の

まちづくり審議会（以下「審議会」という。）を設置する。 

【解説】 

この条例に基づき、皆さまに審議会の委員をお願いさせていただいています。 

 

 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、市長の諮問に応じ、次の事項に関する調査、研究及び審議を行

う。 

(1) 健康づくりの増進に関すること。 

(2) 高齢者福祉の向上に関すること。 

(3) 障害者福祉の向上に関すること。 

(4) ひとり親家庭等の支援に関すること。 

(5) 地域福祉その他健康と福祉のまちづくりの推進に関すること。 

【解説】 

審議会では、次の事項に関する審議などを行っていただくことになります。具

体的には、計画策定は市が作成した計画案を審議会で説明させていただき、計画

案に対して委員の皆さまからご意見をいただき、計画に反映させていくという流

れになります。また、中間評価は目標の達成状況や関連する取り組みの状況を評

価・検討し、今後の取り組みや、次期計画に向けた方向性を明らかにします。 

① 京丹後市重層的支援体制整備実施計画の策定について 

② 第３次京丹後市健康増進計画の中間評価について 

 

 

資料２ 
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（組織） 

第３条 審議会は、委員３０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 保健、福祉又は医療に関する機関の関係者 

(2) 福祉団体の関係者 

(3) 学識経験のある者 

(4) 前３号に掲げる者のほか、市長が適当と認める者 

【解説】 

今期の審議会の委員数は、１６人です。※資料1「委員名簿」をご参照ください。 

 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、１年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

２ 委員のうち職によって委嘱された委員が当該職を離れたときは、委員の職を失う

ものとする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に、会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を

代理する。 

 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集し、会長が会議の議長となる。 

２ 審議会は、委員定数の半数以上の者が出席しなければ、会議を開くことができな

い。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 
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（部会） 

第７条 審議会が必要と認めるときは、審議会に部会を置くことができる。 

２ 部会は、会長が指名する委員で組織する。 

３ 部会には、部会長を置き、部会に属する委員のうちで互選する。 

４ 部会長は、部会における審議状況及び結果を審議会に報告しなければならない。 

【解説】 

今回、「重層支援部会」と「健康づくり推進部会」を設置し、各部会で次のとお

り計画の審議を進めます。※資料４の２ページの「スケジュール」をご参照ください。 

① 重層支援部会 

→ 京丹後市重層的支援体制整備実施計画の審議 

② 健康づくり推進部会 

→ 第３次京丹後市健康増進計画の中間評価 

 

（意見の聴取） 

第８条 会長及び部会長は、審議会及び部会において必要があると認められるとき

は、委員以外の者を会議に出席させ、説明を聴くことができる。 

 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、健康長寿福祉部生活福祉課において処理する。 

 

（委任） 

第１０条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 

 

【その他】 

・ 会議は、公開となります。そのため、一般の方や報道機関が会議室に入室し、

会議を傍聴する場合があります。 

・ ＩＣレコーダーなどで録音させていただいた内容を会議録として整理し、ホー

ムページや市役所で公開させていただきます。 
 


